
熊本学園大学学則

　　第１章　目的、使命及び自己評価等

　（目的及び使命）

第１条　本学は、広く知識を授けるとともに、経済、商業、経営、外国語、社会福祉に関する専門学術の理論を深く教授研究

することを目的とし、特に熊本県の海外発展国際的活動の伝統と私学特有の自由闊達の学風を堅持して、知的応用能力高く、

教養深き人物を育成して世界文化の進運に寄与することを使命とする。

　（自己評価等）

第２条　前条の目的及び使命を達成するため、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。

２　前項の点検及び評価に関する詳細は、別に定める。

　　第２章　組織、修業年限及び収容定員

　（学部学科の設置）

第３条　本学に商学部、経済学部、外国語学部、社会福祉学部を置く。

２　商学部に商学科、経営学科及びホスピタリティ・マネジメント学科、経済学部に経済学科、国際経済学科及びリーガルエ

コノミクス学科、外国語学部に英米学科及び東アジア学科、社会福祉学部に社会福祉学科、福祉環境学科、子ども家庭福祉

学科及びライフ・ウェルネス学科を置き、第一部（昼間）と第二部（夜間）に分ける。

　　ただし、第二部においては、商学部商学科と社会福祉学部社会福祉学科とする。

　（学部の目的）

第３条の２　大学は、学部ごとに人材の養成に関する目的及び教育研究上の目的を次のとおり定める。

２　商学部は、幅広い教養に裏付けられ、理論的かつ実践的な専門知識をもった人材の養成を目指すとともに、特に、流通・

経営・会計の世界で創造性豊かな能力をもって、グローバルな視点から地域経済で活躍できる人材の養成を目的とする。

３　経済学部は、経済社会が財・サービス・資本・情報の流れにより地球規模化するなか、経済社会を形成する枠組みを解明

し、経済の専門知識と幅広い教養に裏付けられた分析・政策提言を行い、地域経済および国内・国際社会で先導的な役割を

担うことができる人材を育成するとともに、経済学教育・研究の分野の発展に寄与することを目的とする。

４　外国語学部は、外国語・関連分野の学術の理論・応用を研究教授し、多民族、多文化、多言語の共生の時代において、優

れたコミュニケーション能力、異文化・日本文化に対する広範な知識及び自分の意志を明確にできる表現力を兼ね備えた、

地域並びに世界に貢献できる人材を養成し、地域における外国語教育の発展に寄与することを目的とする。

５　社会福祉学部は、現代社会を取り巻き多様化する社会福祉、生活環境、さらに子育て支援などの課題に対応すべく、社会

福祉の基礎的な知識・技術の習得の上に幅広い社会福祉の総合力を育成し、専門的な社会福祉領域の従事者・指導者の養成

及び多様な職場・職種で社会福祉の専門能力を活用し地域社会に貢献できる人材の養成を目的とする。

　（学科の目的）

第３条の３　学部は、学科ごとに人材の養成に関する目的及び教育研究上の目的を次のとおり定める。

２　商学科は、流通・マーケティング、金融、簿記会計、情報処理及び民法・会社法等を系統的に学び、実践的な知識及び交

渉力・分析力を習得するとともに、複雑化した現代社会の変化に敏感に即応し決断できる人材の養成を目的とする。

３　経営学科は、営利・非営利を問わず多様な組織におけるマネジメントに関する知識を系統的に学び、組織管理に関わる幅

広い問題を的確に解決できる知識・技術を併せ持つ人材の養成を目的とする。

４　ホスピタリティ・マネジメント学科は、人的要素が重視される、観光・集客・接客ビジネス、フードビジネス、医療・福

祉ビジネス及びコミュニティビジネス等のホスピタリティ産業において、指導者となるべき幅広い教養に裏付けられた専門

知識及び総合的な判断力を有する人材の養成を目的とする。

５　経済学科は、幅広い教養と経済学の確かな基礎に基づく情報技術と深い専門知識、さらに経済活動を自らの視点で分析・

理解することのできる的確かつ論理的な思考力を身につけ、地域社会の発展及び経済・社会の諸問題の解決に貢献できる人

材を養成することを目的とする。

６　国際経済学科は、国際経済・ビジネスに関する専門知識を身につけるとともに、英語圏・東アジア等の諸外国に対する理

解を深め、さらに英語・中国語・韓国語を中心とする諸言語を用いた実践的なコミュニケーション能力を伸ばすことにより、

地域と国際社会に貢献できる人材の養成を目的とする。

７　リーガルエコノミクス学科は、グローバル化、規制緩和及び地方分権化が進み、地域に自己責任・自立化が強く求められ

ているなか、法と経済学を学び、リーガルマインドを身につけ、公共政策の立案能力、地域経済をデザインする能力及び生

活者レベルでさまざまな紛争を処理・解決できる能力を備えた人材の養成を目的とする。

８　英米学科は、国際語である英語の運用能力を高め、社会構造の変化や情報化・国際化に対応するため、歴史や文化に関す

る知識や理解に基づいた、幅広い教養と総合的判断力をもった人材の養成を目的とする。

９　東アジア学科は、中国語・韓国語の運用能力を高め、日本を含む東アジア諸民族の歴史や文化を学び、さまざまな問題を

解決する能力をもった２１世紀の東アジアで活躍できる良識ある人材の養成を目的とする。



１０　社会福祉学科は、少子高齢化が進展している国内外の人権擁護に関心をもち、個々人の生活及び地域の実態からウェルビー

イングを中核概念として福祉問題を捉え、価値・知識・技術を統合したソーシャルワーク実践を展開するための理論及び視

点の習得により、個別化・多様化・複雑化する社会的現実に対応できるソーシャルワークの力量をもつ人材の養成を目的と

する。

１１　福祉環境学科は、人間環境（歴史と生活）、社会環境（制度と政策）及び自然環境（地域と生態）の三つの分野を中心に、

現代社会に必要な福祉のあり方に関する理論的・実践的知識を幅広く習得するとともに、豊富なフィールドワークの経験を

ふまえて福祉関連施設・企業・行政等多様な領域で環境と人間社会の共生をめざす地域づくりに貢献できる人材の養成を目

的とする。

１２　子ども家庭福祉学科は、子どもと家族を取り巻く環境の多様化・複雑化に対応すべく、子どもと家族のウェルビーイング

を考究する子ども家庭福祉学の創造を図るとともに、発達・家族援助の実践的力量及び社会的洞察力を備えた保育者の養成、

ケアワークとソーシャルワークの力量を統合した児童ソーシャルワーカーの養成及び保育マネジメントの視点をもち、地域

づくりに貢献できる保育者の養成を目的とする。　

１３　ライフ・ウェルネス学科は、地域の人々のクオリティ・オブ・ライフ向上と社会福祉の増進をめざす新しい時代の要請に

こたえて、社会福祉学と保健体育学とが連携・融合する新たな総合的な社会福祉学の研究・教育の創造を基礎とし、ヘルス

サイエンス、ヒューマンサイエンス並びにソーシャルサイエンスを幅広く学び、地域社会の構成員のウェルビーイングの促

進に貢献し、地域の子どもから高齢者にいたるまでの包括的な健康づくり及び生きがいづくりをコーディネートする、福祉

と健康並びにスポーツを融合した新しい福祉分野の専門的人材養成を目的とする。

　（大学院の設置）

第４条　本学に大学院を置く。

２　大学院の学則は、別に定める。

　（修業年限）

第５条　各学部の修業年限は、４年とする。ただし、在学年数は、８年を超えることはできない。

２　第３年次に編入学及び転入学を許可された者は、既に、２か年学部に在学したものとみなし修業年限は２年とする。

　（収容定員）

第６条　各学部・学科の収容定員は、次のとおりとする。

第二部第一部定員

学科学部 収容定員入学定員収容定員入学定員

４００１００８８０２２０商 学 科

商 学 部 ――６００１５０経 営 学 科

――３２０　８０ホスピタリティ・
マネジメント学科

――８００２００経 済 学 科

経 済 学 部 ――４００１００国 際 経 済 学 科

――３２０　８０リーガルエコノミクス学科

――４６０１１５英 米 学 科
外国語学部

――２００　５０東 ア ジ ア 学 科

３２０　８０３２０　８０社 会 福 祉 学 科

社会福祉学部
――３２０　８０福 祉 環 境 学 科

――３２０　８０子ども家庭福祉学科

――３２０　８０ライフ・ウェルネス学科

　　第３章　教職員組織

　（学長及び学部長）

第７条　本学に学長及び学部長を置く。

　（教育職員）

第８条　本学に教授、准教授、講師及び助教を置く。

２　本学に助手を置く。

　（事務職員）

第９条　本学に事務職員を置く。

　（教授会）

第１０条　本学の各学部に教授会を置く。（以下「教授会」という。）

２　教授会は、専任の教授、准教授、専任講師及び助教をもって構成する。

（※商学部第二部商学科は、平成１９年度より募集停止）



３　教授会は、次の事項を審議する。

　�　学長の選考に関する事項

　�　学部長の選出に関する事項

　�　学校法人評議員の選考に関する事項

　�　役職員及び委員の選出に関する事項

　�　専任教員の人事に関する事項

　�　教員の資格審査に関する事項

　�　教員の留学、派遣及び出張に関する事項

　�　大学予算に関する諮問事項

　�　学部予算に関する事項

　�　名誉教授及び客員教授の認定に関する事項

　�　非常勤講師の委嘱に関する事項

　�　学則その他重要な諸規程の制定及び改廃に関する事項

　�　学部の教育及び研究計画に関する事項

　�　授業科目の種類、単位及び編成に関する事項

　�　学生募集に関する事項

　�　学生の入学、編入学、転入学、再入学、休学、留学、復学、退学、修業、卒業及び学位の認定に関する事項

　�　学生の試験に関する事項

　�　学生の賞罰に関する事項

　�　学生団体、学生活動及び学生生活等その補導、厚生に関する事項

　�　学校行事に関する事項

　�　自己点検評価に関する事項

　�　学長が諮問した事項

　�　その他、学部運営に関する重要事項

４　教授会に関する詳細は、別に定める。

　　第４章　教育課程

　（授業科目）

第１１条　授業科目は、基礎科目、発展科目、応用科目、教職に関する科目並びに司書及び司書教諭に関する科目に分けて開設

する。

２　前項の中に教授会の議を経て、臨時に授業科目を開設することがある。

　（基礎科目、発展科目、応用科目及び単位数）



�　商学部第一部商学科

 金 融 論 入 門 � 流 通 論 入 門 � 基 礎 演 習 �

基　
　
　
　
　
　
　
　

礎　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　

目

 情 報 処 理 入 門 � 経 営 学 入 門 � 会 計 学 入 門 �

 金 融 論 特 講 Ⅰ � 流 通 論 特 講 Ⅰ � 基 礎 簿 記 �

 経 営 学 特 講 Ⅰ � ベ ン チ ャ ー 起 業 論 � 簿 記 特 講 �

 政 治 思 想 史 Ⅰ � デ ー タ 解 析 � 統 計 学 �

 法と社会Ⅰ （法 と経済社 会）  �
　 　

 民 法 Ⅰ （ 総 則 ・ 物 権 ） � 政 治 思 想 史 Ⅱ �

 ビ ジ ネ ス キ ャ リ ア 概 論 � 自 己 表 現 論 � 文章論（作文、レポート、論文、新聞） �

 哲 学 Ⅱ � 哲 学 Ⅰ � キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 Ⅰ �

 文 化 人 類 学 Ⅰ � 言 語 と 文 化 Ⅱ � 言 語 と 文 化 Ⅰ �

 心 理 学 Ⅱ � 心 理 学 Ⅰ � 文 化 人 類 学 Ⅱ �

 自然科学と人間ⅡＡ （化  学）  �
　 　

 自然科学と人間ⅠＢ（物理学） � 自然科学と人間ⅠＡ（物理学） �

 自然科学と人間ⅢＢ（生物学） � 自然科学と人間ⅢＡ（生物学） � 自然科学と人間ⅡＢ （化  学）  �
　 　

 法 学 Ⅰ � 自然科学と人間ⅣＢ （数  学）  �
　 　

 自然科学と人間ⅣＡ （数  学）  �
　 　

 経 済 学 Ⅱ � 経 済 学 Ⅰ � 法 学 Ⅱ （日 本 国 憲 法）  �
　 　

 政 治 学 Ⅰ � 社 会 学 Ⅱ � 社 会 学 Ⅰ �

 英 語 Ⅰ Ｂ � 英 語 Ⅰ Ａ � 政 治 学 Ⅱ �

 ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ � 英 語 Ⅱ Ｂ � 英 語 Ⅱ Ａ �

 ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ � ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ � ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ �

 フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ � フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ �

 中 国 語 Ⅰ Ｂ � 中 国 語 Ⅰ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ �

 ロ シ ア 語 Ⅰ Ａ � 中 国 語 Ⅱ Ｂ � 中 国 語 Ⅱ Ａ �

 ロ シ ア 語 Ⅱ Ｂ � ロ シ ア 語 Ⅱ Ａ � ロ シ ア 語 Ⅰ Ｂ �

 ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ｂ � ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ａ �

 韓 国 語 Ⅰ Ｂ � 韓 国 語 Ⅰ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ｂ �

 東 ア ジ ア 文 化 論 � 韓 国 語 Ⅱ Ｂ � 韓 国 語 Ⅱ Ａ �

 健 康 科 学 Ｂ Ⅱ （実  技）  �
　 　

 健 康 科 学 Ｂ Ⅰ （実  技）  �
　 　

 健 康 科 学 Ａ （講  義）  �
　 　

 日 本 語 Ⅱ Ａ � 日 本 語 Ⅰ Ｂ � 日 本 語 Ⅰ Ａ �

 日 本 事 情 Ⅰ Ｂ � 日 本 事 情 Ⅰ Ａ � 日 本 語 Ⅱ Ｂ �

 日 本 事 情 Ⅲ Ａ � 日 本 事 情 Ⅱ Ｂ � 日 本 事 情 Ⅱ Ａ �

 日 本 文 化 演 習 Ⅰ Ｂ � 日 本 文 化 演 習 Ⅰ Ａ � 日 本 事 情 Ⅲ Ｂ �

 日 本 文 化 演 習 Ⅱ Ｂ � 日 本 文 化 演 習 Ⅱ Ａ �

 流 通 シ ス テ ム 論 Ⅰ � マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅱ � マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅰ �

発　
　
　
　
　
　

展　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

 商 業 論 Ⅱ � 商 業 論 Ⅰ � 流 通 シ ス テ ム 論 Ⅱ �

 金 融 論 Ⅰ � 商 業 史 Ⅱ � 商 業 史 Ⅰ �

 工 業 簿 記 � 財 務 会 計 論 � 金 融 論 Ⅱ �

 経 営 情 報 論 Ⅱ � 経 営 情 報 論 Ⅰ � 発 展 簿 記 �

 企 業 論 � 経 営 管 理 論 Ⅱ � 経 営 管 理 論 Ⅰ �

 経 営 史 Ⅰ � 経 営 組 織 論 Ⅱ � 経 営 組 織 論 Ⅰ �

 コ ン ピ ュ ー タ 論 発 展 � コ ン ピ ュ ー タ 論 基 礎 � 経 営 史 Ⅱ �

 経 営 科 学 � 多 変 量 解 析 � 経 営 統 計 論 �

 情 報 処 理 応 用 � 応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ � プ ロ グ ラ ミ ン グ �

 会 社 法 総 論 � 経 済 原 論 Ｂ （近  経）  �
　 　

 経 済 原 論 Ａ （マ ル 経）  �
　 　

 法 と 社 会 Ⅱ （法 と 紛 争）  �
　 　

 民 法 Ⅱ （債  権）  �
　 　

 株 式 会 社 法 �

 時事問題研究（新聞の読み方） � 行 政 学 � 憲 法 �

 倫 理 学 概 論 Ⅱ � 倫 理 学 概 論 Ⅰ � キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 Ⅱ �

 環 境 論 Ⅰ Ａ （自 然 環 境）  �
　 　

 現 代 教 育 論 Ⅱ � 現 代 教 育 論 Ⅰ �

 社 会 心 理 学 Ⅱ � 社 会 心 理 学 Ⅰ � 環 境論ⅠＢ（自然環境） �
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 民 法 Ⅱ � 民 法 Ⅰ � 児童ソーシャルワーク特論 �

 外 書 講 読 Ⅰ � 障 害 者 と 法 � 家 族 と 法 �

 社 会 心 理 学 Ⅱ � 社 会 心 理 学 Ⅰ � 外 書 講 読 Ⅱ �

 日 本 史 概 論 Ⅰ � 言 語 と 文 化 Ⅱ � 言 語 と 文 化 Ⅰ �

 哲 学 概 論 Ⅱ � 哲 学 概 論 Ⅰ � 日 本 史 概 論 Ⅱ �

 環 境 論 Ⅰ Ａ （自 然 環 境）  �
　 　

 西 洋 史 概 論 Ⅱ � 西 洋 史 概 論 Ⅰ �

 自然科学と人間ⅢＢ（生物学） � 自然科学と人間ⅢＡ（生物学） � 環 境 論 Ⅰ Ｂ （自 然 環 境）  �
　 　

 英 語 Ⅲ Ｂ � 英 語 Ⅲ Ａ � キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 Ⅱ �

 ド イ ツ 語 Ⅲ Ａ � 英 語 Ⅳ Ｂ � 英 語 Ⅳ Ａ �

 ド イ ツ 語 Ⅳ Ｂ � ド イ ツ 語 Ⅳ Ａ � ド イ ツ 語 Ⅲ Ｂ �

 フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ｂ � フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ａ �

 中 国 語 Ⅲ Ｂ � 中 国 語 Ⅲ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ｂ �

 ロ シ ア 語 Ⅲ Ａ � 中 国 語 Ⅳ Ｂ � 中 国 語 Ⅳ Ａ �

 ロ シ ア 語 Ⅳ Ｂ � ロ シ ア 語 Ⅳ Ａ � ロ シ ア 語 Ⅲ Ｂ �

 ス ペ イ ン 語 Ⅳ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅲ Ｂ � ス ペ イ ン 語 Ⅲ Ａ �

 韓 国 語 Ⅲ Ｂ � 韓 国 語 Ⅲ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅳ Ｂ �

 日 本 語 Ⅲ Ａ � 韓 国 語 Ⅳ Ｂ � 韓 国 語 Ⅳ Ａ �

 日 本 語 Ⅳ Ｂ � 日 本 語 Ⅳ Ａ � 日 本 語 Ⅲ Ｂ �

 卒 業 演 習 Ⅲ � 卒 業 演 習 Ⅱ � 卒 業 演 習 Ⅰ �
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科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

 保 育 相 談 支 援 演 習 � 保 育 マ ネ ジ メ ン ト 論 � 卒 業 論 文 �

 保 育 方 法 論 � 臨 床 心 理 学 � 保 育 カ ウ ン セ リ ン グ �

 児 童 養 護 内 容 � 障 害 児 保 育 論 Ⅱ � 障 害 児 保 育 論 Ⅰ �

 年 齢 別 保 育 Ｂ � 年 齢 別 保 育 Ａ � 家 庭 支 援 論 �

 音 楽 Ⅳ （歌 唱 法）  �
　 　

 音 楽 Ⅲ （器 楽 Ｂ）  �
　 　

 年 齢 別 保 育 Ｃ �

 造 形 Ⅳ � 造 形 Ⅲ � 音 楽 Ⅴ （器 楽 Ｃ）  �
　 　

 子 ど も 家 庭 福 祉 演 習 Ⅱ � 体 育 Ⅳ � 体 育 Ⅲ �

 保 育 実 習 指 導 Ⅱ � 保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ｂ � 保 育 実 習 Ⅰ Ｂ �

 保 育 実 習 Ⅲ � 保 育 実 習 Ⅱ � 保 育 実 習 指 導 Ⅲ �

 保 育 表 現 研 究 Ⅰ � 生 活 研 究 � 児 童 文 学 論 �

 幼 児 教 育 実 習 指 導 Ⅱ � 保 育 表 現 研 究 Ⅲ � 保 育 表 現 研 究 Ⅱ �

 社 会 保 障 論 Ⅰ � 保 育 ・ 教 職 実 践 演 習 � 教 育 実 習 Ⅱ �

 ソーシャルワーク方法論Ⅲ � 高 齢 者 福 祉 論 Ⅱ � 社 会 保 障 論 Ⅱ �

 福 祉 管 理 運 営 論 � 福 祉 行 財 政 論 � ソーシャルワーク方法論Ⅳ �

 権利擁護と成年後見制度 � 就 労 支 援 論 � 医 療 福 祉 論 �

 ソーシャルワーク演習Ⅴ � ソーシャルワーク演習Ⅳ � 司 法 福 祉 論 �

 ソーシャルワーク実習Ⅰ � ソーシャルワーク実習指導Ⅲ � ソーシャルワーク実習指導Ⅱ �

 家 族 と 生 活 � 子 ど も の 権 利 � ソーシャルワーク実習Ⅱ �

 家 族 社 会 学 Ⅰ � 子 ど も 家 庭 福 祉 実 習 � 家 族 と 地 域 保 健 �

 障 害 学 � 福祉環境論 （学 校と共 生）  �
　 　

 家 族 社 会 学 Ⅱ �

 日 本 事 情 特 講 � 外 書 講 読 Ⅳ � 外 書 講 読 Ⅲ �

 現 代 教 育 論 Ⅰ � 倫 理 学 概 論 Ⅱ � 倫 理 学 概 論 Ⅰ �

 文 化 人 類 学 Ⅱ � 文 化 人 類 学 Ⅰ � 現 代 教 育 論 Ⅱ �

 地 域 社 会 学 Ⅱ � 地 域 社 会 学 Ⅰ � 水 俣 学 �

 労 働 法 � 社 会 政 策 Ⅱ � 社 会 政 策 Ⅰ �

 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 Ⅲ � 環境論ⅡＢ（環境と人間社会） � 環境論ⅡＡ（環境と人間社会） �

�　社会福祉学部ライフ・ウェルネス学科

 社 会 福 祉 原 論 Ⅰ � ライフ・ウェルネス入門 � 基 礎 演 習 �基礎
科目



 倫理とライフ・ウェルネス � アダプティッド・スポーツ論 � 社 会 福 祉 原 論 Ⅱ �
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目

 心 理 学 Ⅱ � 心 理 学 Ⅰ � アスリートとウェルネス �

 衛生学（公衆衛生学を含む） � 生理学（運動生理学を含む） � 運動学（運動方法学を含む） �

 解 剖 学 � 医 学 一 般 Ⅱ � 医 学 一 般 Ⅰ �

 ボ ラ ン テ ィ ア 論 � 社 会 学 概 論 Ⅱ � 社 会 学 概 論 Ⅰ �

 経 済 学 Ⅱ � 経 済 学 Ⅰ � レ ク リ エ ー シ ョ ン 概 論 �

 発 達 心 理 学 � 日 本 国 憲 法 � 法 学 �

 手 話 Ⅱ � 手 話 Ⅰ � 統 計 学 �

 情 報 処 理 入 門 � 点 字 Ⅱ � 点 字 Ⅰ �

 武道指導法実習 （柔  道） Ⅱ �
　 　

 武道指導法実習 （柔  道） Ⅰ �
　 　

 スポーツ指導法実習（水泳） �

 スポーツ指導法実習（器械運動） � スポーツ指導法実習（ダンス）Ⅱ � スポーツ指導法実習（ダンス）Ⅰ �

 アダプティッド・スポーツ実技 � スポーツ指導法実習（陸上競技）Ⅱ � スポーツ指導法実習（陸上競技）Ⅰ �

 文章論（作文、レポート、論文、新聞） � 部 落 解 放 論 Ⅱ � 部 落 解 放 論 Ｉ �

 自然科学と人間ⅠＡ（物理学） � 地 理 学 概 論 Ⅱ � 地 理 学 概 論 Ⅰ �

 自然科学と人間ⅡＢ（化学） � 自然科学と人間ⅡＡ（化学） � 自然科学と人間ⅠＢ（物理学） �

 英 語 Ⅱ Ａ � 英 語 Ⅰ Ｂ � 英 語 Ⅰ Ａ �

 ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ � ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ � 英 語 Ⅱ Ｂ �

 フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ � ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ � ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ �

 フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ � フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ �

 中 国 語 Ⅱ Ａ � 中 国 語 Ⅰ Ｂ � 中 国 語 Ⅰ Ａ �

 ロ シ ア 語 Ⅰ Ｂ � ロ シ ア 語 Ⅰ Ａ � 中 国 語 Ⅱ Ｂ �

 ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ａ � ロ シ ア 語 Ⅱ Ｂ � ロ シ ア 語 Ⅱ Ａ �

 ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ｂ � ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ｂ �

 韓 国 語 Ⅱ Ａ � 韓 国 語 Ⅰ Ｂ � 韓 国 語 Ⅰ Ａ �

 健 康 科 学 Ｂ Ⅰ （実  技）  �
　 　

 健 康 科 学 Ａ （講  義）  �
　 　

 韓 国 語 Ⅱ Ｂ �

 日 本 語 Ⅰ Ｂ � 日 本 語 Ⅰ Ａ � 健 康 科 学 Ｂ Ⅱ （実  技）  �
　 　

 日 本 事 情 Ⅰ Ａ � 日 本 語 Ⅱ Ｂ � 日 本 語 Ⅱ Ａ �

 日 本 事 情 Ⅱ Ｂ � 日 本 事 情 Ⅱ Ａ � 日 本 事 情 Ⅰ Ｂ �

 日 本 事 情 Ⅲ Ｂ � 日 本 事 情 Ⅲ Ａ �

 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ � スポーツ・ウェルネス論 � ライフ・ウェルネス特講 �

発　
　
　
　
　
　

展　
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目

 ソーシャルワーク方法論Ⅱ � ソーシャルワーク方法論Ⅰ � ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ �

 ヘルスアンドウェルネス � 社 会 調 査 Ⅱ � 社 会 調 査 Ⅰ �

 児 童 福 祉 論 Ⅰ � 日本経済とライフ・ウェルネス � 生 活 環 境 論 �

 地 域 福 祉 論 Ⅱ � 地 域 福 祉 論 Ⅰ � 児 童 福 祉 論 Ⅱ �

 公 的 扶 助 論 � 障 害 児 ・ 者 福 祉 論 Ⅰ � 高 齢 者 福 祉 論 Ⅰ �

 運 動 処 方 � ス ポ ー ツ 心 理 学 � 健 康 体 力 づ く り 論 �

 日 本 社 会 福 祉 史 Ⅱ � 日 本 社 会 福 祉 史 Ⅰ � 測 定 評 価 �

 民 法 Ⅰ � 憲 法 Ⅱ （人 権 論）  �
　 　

 憲 法 Ⅰ （統 治 論）  �
　 　

 障 害 者 と 法 � 家 族 と 法 � 民 法 Ⅱ �

 経 済 原 論 Ⅰ � ハ ン セ ン 病 講 義 � 芸 術 療 法 入 門 �

 手 話 Ⅳ � 手 話 Ⅲ � 経 済 原 論 Ⅱ �

 ソーシャルワーク演習Ⅰ � 外 書 講 読 Ⅱ � 外 書 講 読 Ⅰ �

 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ � ソーシャルワーク演習Ⅲ � ソーシャルワーク演習Ⅱ �

 スポーツ指導法実習（ソフトボール） � スポーツ指導法実習（バスケットボール） � スポーツ指導法実習（バレーボール） �

 レクリエーション指導法実習Ｂ � レクリエーション指導法実習Ａ � スポーツ指導法実習（スキー） �

 哲 学 概 論 Ⅱ � 哲 学 概 論 Ⅰ � キッズスポーツ指導法実習 �

 社 会 心 理 学 Ⅰ � 芸 術 と 表 現 Ⅱ � 芸 術 と 表 現 Ⅰ �

 言 語 と 文 化 Ⅱ � 言 語 と 文 化 Ⅰ � 社 会 心 理 学 Ⅱ �

 西 洋 史 概 論 Ⅰ � 日 本 史 概 論 Ⅱ � 日 本 史 概 論 Ⅰ �

 環 境 論 Ⅰ Ｂ （自 然 環 境）  �
　 　

 環 境 論 Ⅰ Ａ （自 然 環 境）  �
　 　

 西 洋 史 概 論 Ⅱ �

 英 語 Ⅲ Ａ � 自然科学と人間ⅢＢ（生物学） � 自然科学と人間ⅢＡ（生物学） �

 英 語 Ⅳ Ｂ � 英 語 Ⅳ Ａ � 英 語 Ⅲ Ｂ �



 ド イ ツ 語 Ⅳ Ａ � ド イ ツ 語 Ⅲ Ｂ � ド イ ツ 語 Ⅲ Ａ �
発　
　
　

展　
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目

 フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ｂ � フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ａ � ド イ ツ 語 Ⅳ Ｂ �

 中 国 語 Ⅲ Ａ � フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ｂ � フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ａ �

 中 国 語 Ⅳ Ｂ � 中 国 語 Ⅳ Ａ � 中 国 語 Ⅲ Ｂ �

 ロ シ ア 語 Ⅳ Ａ � ロ シ ア 語 Ⅲ Ｂ � ロ シ ア 語 Ⅲ Ａ �

 ス ペ イ ン 語 Ⅲ Ｂ � ス ペ イ ン 語 Ⅲ Ａ � ロ シ ア 語 Ⅳ Ｂ �

 韓 国 語 Ⅲ Ａ � ス ペ イ ン 語 Ⅳ Ｂ � ス ペ イ ン 語 Ⅳ Ａ �

 韓 国 語 Ⅳ Ｂ � 韓 国 語 Ⅳ Ａ � 韓 国 語 Ⅲ Ｂ �

 日 本 語 Ⅳ Ａ � 日 本 語 Ⅲ Ｂ � 日 本 語 Ⅲ Ａ �

 日 本 語 Ⅳ Ｂ �

 ウェルネス・プロモーション論Ⅱ � ウェルネス・プロモーション論Ⅰ � ライフ・ウェルネス演習Ⅰ �
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用　
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目

 ライフ・ウェルネス演習Ⅲ � ライフ・ウェルネス演習Ⅱ � 卒 業 論 文 �

 社 会 保 障 論 Ⅰ � ソーシャルワーク方法論Ⅳ � ソーシャルワーク方法論Ⅲ �

 障 害 児 ・ 者 福 祉 論 Ⅱ � 高 齢 者 福 祉 論 Ⅱ � 社 会 保 障 論 Ⅱ �

 福 祉 管 理 運 営 論 � 福 祉 行 財 政 論 � 医 療 福 祉 論 �

 就 労 支 援 論 � 権利擁護と成年後見制度 � 司 法 福 祉 論 �

 栄 養 学 � 救急処置と運動負荷試験 � 水 俣 学 �

 精 神 保 健 学 Ⅱ � 精 神 保 健 学 Ⅰ � 学 校 保 健 �

 現 代 の 福 祉 国 家 � 社 会 政 策 Ⅱ � 社 会 政 策 Ⅰ �

 家 族 援 助 論 � 現 代 行 政 論 � 市 民 と 政 治 �

 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 � 社 会 福 祉 法 制 Ⅱ � 社 会 福 祉 法 制 Ⅰ �

 国 際 福 祉 論 � 家 族 社 会 学 Ⅱ � 家 族 社 会 学 Ⅰ �

 外 書 講 読 Ⅳ � 外 書 講 読 Ⅲ � 地域づくりとバリアフリー �

 ソーシャルワーク演習Ⅴ � ソーシャルワーク演習Ⅳ � 日 本 事 情 特 講 �

 ソーシャルワーク実習Ⅰ � ソーシャルワーク実習指導Ⅲ � ソーシャルワーク実習指導Ⅱ �

 高齢者スポーツ指導法実習 � 野外活動指導法実習（キャンプ） � ソーシャルワーク実習Ⅱ �

 倫 理 学 概 論 Ⅰ � ウェルネス・インターンシップ � 健 康 体 力 づ く り 実 習 �

 現 代 教 育 論 Ⅱ � 現 代 教 育 論 Ⅰ � 倫 理 学 概 論 Ⅱ �

 政 治 学 Ⅰ � 文 化 人 類 学 Ⅱ � 文 化 人 類 学 Ⅰ �

 情 報 メ デ ィ ア 論 Ⅱ � 情 報 メ デ ィ ア 論 Ⅰ � 政 治 学 Ⅱ �

 環境論ⅡＡ（環境と人間社会） � 地 域 社 会 学 Ⅱ � 地 域 社 会 学 Ⅰ �

 環境論ⅡＢ（環境と人間社会） �



第１２条　基礎科目、発展科目、応用科目及びその単位数は、次のとおりとする。

　（教職に関する科目及び単位数）

第１３条　教職に関する科目及びその単位数は、教職課程履修に関する規程で定める。

　（司書及び司書教諭に関する科目及び単位数）

第１４条　司書及び司書教諭に関する科目及び単位数は、次のとおりとする。

�　司書に関する科目及び単位数

　（レクリエーション・インストラクター、（障害者）初級スポーツ指導員及びダンスムーブメント指導員受験資格に関する科目及び単位数）

第１４条の２　レクリエーション・インストラクター、（障害者）初級スポーツ指導員及びダンスムーブメント指導員受験資格

に関する科目及び単位数は、「レクリエーション・インストラクター、（障害者）初級スポーツ指導員及びダンスムーブメン

ト指導員受験資格養成課程の履修に関する規程」で定める。

　（単位数の算定基準）

第１５条　各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業

の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算する。

　�　講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。

　�　演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、外国語修得にかかわるもの及び社会福祉学部の演習

（卒業演習を除く）については、３０時間の授業をもって１単位とする。

　�　実技については、３０時間の授業をもって１単位とする。

　�　実験・実習については、４５時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育実習、情報に関する実習並びに保育実習に

関する事前及び事後指導については、３０時間の授業をもって１単位とする。

　　　第５章　履修方法及び成績評定

　（履修科目の選定及び届出）

第１６条　各授業科目の担当者及び授業時間割等は、毎学年の初めにこれを公示する。学生は、これによって所定の期日までに

資 料 組 織 概 説 Ａ　　   �      
　

生 涯 学 習 概 論　　   �      
　

資 料 組 織 概 説 Ｂ　　   �      
　

図 書 館 概 論　　   �      
　

資 料 組 織 演 習 Ａ　　   �      
　

図 書 館 経 営 論　　   �      
　

資 料 組 織 演 習 Ｂ　　   �      
　

図 書 館 サ ー ビ ス 論　　   �      
　

児 童 サ ー ビ ス 論　　   �      
　

情 報 サ ー ビ ス 概 説　　   �      
　

図 書 及 び 図 書 館 史　　   �      
　

レ フ ァ レ ン ス サ ー ビ ス 演 習　　   �      
　

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論　　   �      
　

情 報 検 索 演 習　　   �      
　

図 書 館 特 論　　   �      
　

図 書 館 資 料 論　　   �      
　

専 門 資 料 論　　   �      
　

�　司書教諭に関する科目及び単位数

読 書 と 豊 か な 人 間 性　　   �      
　

図 書 館 資 料 論　　   �      
　

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館　　   �      
　

資 料 組 織 概 説 Ａ　　   �      
　

情 報 メ デ ィ ア の 活 用　　   �      
　

資 料 組 織 概 説 Ｂ　　   �      
　

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館　　   �      
　



その履修すべき科目を選定して届け出なければならない。

　（卒業に必要な科目及び単位数）

第１７条　卒業に必要な単位数は、各学部・学科とも１２４単位以上とし、その内訳は次のとおりとする。

　（教職免許取得に必要な科目及び単位数）

第１８条　教育職員免許状を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、第１２条の科目（教科に関する科目）及び第１３条

の教職に関する科目について、教育職員免許法並びに同法施行規則の定めるところに従い、それぞれ所定の科目及び単位を

修得しなければならない。

　（司書資格取得に必要な単位）

第１９条　司書資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、図書館法施行規則に規定された単位を修得しなければ

ならない。

　（司書教諭資格取得に必要な単位）

第２０条　司書教諭資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、教育職員免許状取得に必要な単位（教育職員免許

法並びに同法施行規則を参照）及び学校図書館司書教諭講習規程に定められた単位を修得しなければならない。

第２１条　　　削　　除

　（保育士資格取得に必要な単位）

第２１条の２　保育士資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、児童福祉法施行規則に規定された単位を修得し

なければならない。

　（免許状又は資格の種類及び履修学部・学科）

第２２条　第１８条、第１９条、第２０条及び第２１条の２に規定する単位を修得することによって得られる免許状又は資格の種類並び

必修４単位、選択必修８４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
商 学 部 第 一 部 商 学 科

授 業 科 目

選択必修５０単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
商 学 部 第 二 部 商 学 科

授 業 科 目

必修４単位、選択必修８４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
商 学 部 経 営 学 科

授 業 科 目

必修８単位、選択必修６８単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
商学部ホスピタリティ・マネジメント

学 科 授 業 科 目

必修１６単位、選択必修４６単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
経 済 学 部 経 済 学 科

授 業 科 目

必修１４単位、選択必修４６単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
経 済 学 部 国 際 経 済 学 科

授 業 科 目

必修２８単位、選択必修５４もしくは５８単位を含めて自己の属する学科の科目１２４

単位以上

経済学部リーガルエコノミクス学科

授 業 科 目

必修３２単位、選択必修６４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
外 国 語 学 部 英 米 学 科

授 業 科 目

必修５４単位、選択必修３８単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
外 国 語 学 部 東 ア ジ ア 学 科

授 業 科 目

必修２１単位、選択必修４４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
社会福祉学部第一部社会福祉学科

授 業 科 目

必修５単位、選択必修７４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
社会福祉学部第二部社会福祉学科

授 業 科 目

必修９単位、選択必修８４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
社会福祉学部福祉環境学科

授 業 科 目

必修７単位、選択必修８８単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
社会福祉学部子ども家庭福祉学科

授 業 科 目

必修２１単位、選択必修７４単位を含めて自己の属する学科の科目１２４単位以上
社会福祉学部ライフ・ウェルネス学科

授 業 科 目



に履修する学部・学科は、次のとおりとする。

　（介護福祉士試験の受験資格取得に必要な単位）

第２２条の２　介護福祉士試験の受験資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、社会福祉士及び介護福祉士法並

びに社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則に定める科目及び単位を修得しなければならない。

　（社会福祉士試験の受験資格取得に必要な単位）

第２２条の３　社会福祉士試験の受験資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、別に定める科目及び単位を修得

しなければならない。

　（精神保健福祉士試験の受験資格取得に必要な単位）

第２２条の４　精神保健福祉士試験の受験資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、別に定める科目及び単位を

修得しなければならない。　

　（健康運動指導士認定試験の受験資格取得に必要な単位）

第２２条の５　健康運動指導士認定試験の受験資格を得ようとする者は、第１７条に規定する単位のほか、別に定める科目及び単

位を取得しなければならない。

　（履修方法）

第２３条　履修方法に関する詳細は、別に定める。

　（各授業科目の試験及び成績評定）

第２４条　各授業科目の成績評定は、原則として毎学期試験等によりこれを行う。

２　評定は、試験成績を主とし、出席状況及び平常の学習状況等を加味して、科目担当者がこれを行う。

　（単位の授与）

第２５条　評定の結果は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分け、Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、所定の単位を与える。

２　試験及び成績評定に関する詳細は、別に定める。

　（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第２６条　教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、６０単

位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

　（大学以外の教育施設等における学修）

第２７条　教育上有益と認めるときは、学生が短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定め

る学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

２　前項により与えることができる単位数は、前条により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超え

ないものとする。

履 修 す る 学 部 ・ 学 科免 許 状 又 は 資 格 の 種 類
経済学部経済学科・国際経済学科・リーガルエコノミクス学科、
社会福祉学部福祉環境学科社 会

中学校教諭一種免許状
外国語学部英米学科英 語

外国語学部東アジア学科中 国 語
韓 国 語

社会福祉学部ライフ・ウェルネス学科保健体育
商学部第一部商学科・経営学科、商学部第二部商学科（平成１９年度より
募集停止）商 業

高等学校教諭一種免許状

商学部経営学科、経済学部経済学科情 報

経済学部経済学科・国際経済学科、社会福祉学部福祉環境学科地理歴史
公 民

経済学部リーガルエコノミクス学科公 民
外国語学部英米学科英 語

外国語学部東アジア学科中 国 語
韓 国 語

社会福祉学部第一部社会福祉学科、社会福祉学部第二部社会福祉学科福 祉
社会福祉学部ライフ・ウェルネス学科保健体育
社会福祉学部子ども家庭福祉学科幼 稚 園 教 諭 一 種 免 許 状
社会福祉学部子ども家庭福祉学科保 育 士 資 格
商学部第一部商学科・経営学科・ホスピタリティ・マネジメント学科、
経済学部経済学科・国際経済学科・リーガルエコノミクス学科、外国語
学部英米学科・東アジア学科、社会福祉学部第一部社会福祉学科・福祉
環境学科・子ども家庭福祉学科・ライフ・ウェルネス学科

司 書 資 格

商学部第一部商学科・経営学科、経済学部経済学科・国際経済学科・
リーガルエコノミクス学科、外国語学部英米学科・東アジア学科、社会
福祉学部第一部社会福祉学科・福祉環境学科・ライフ・ウェルネス学科

司 書 教 諭 資 格



　（入学前の既修得単位等の認定）

第２８条　教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

（科目等履修により修得した単位を含む。）を、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った第２７条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の

履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項により修得したものとみなし、または与えることのできる単位数は、編入学、転入学等の場合を除き、本学におい

て修得した単位以外のものについては、第２６条及び第２７条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせ

て６０単位を超えないものとする。

　（本学以外での履修の許可）

第２９条　本学学生にして、第２６条及び第２７条に定める大学等で授業科目の履修を希望する者は、教授会の許可を得なければな

らない。

　（本学以外で履修した科目及び単位の取り扱い）

第３０条　本学以外で修得した科目及び単位の取り扱いに関する詳細は、別に定める。

　　　第６章　学年、学期、授業期間及び休業日

　（学　年）

第３１条　学年は、４月１日から始まり、翌年３月３１日に終わる。

　（学　期）

第３２条　学期を、次の２期に分ける。

　春学期　４月１日から９月２１日まで

　秋学期　９月２２日から翌年３月３１日まで

　（授業期間）

第３３条　１年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とする。

　（休業日）

第３４条　定期休業日は、次のとおりとする。

　�　日曜日

　�　国民の祝日に関する法律に定められた休日

　�　創立記念日（５月３０日）

　�　夏期休業（８月４日から９月２１日まで）

　�　冬期休業（１２月２７日から１月５日まで）

　�　春期休業（２月３日から３月３１日まで）

２　定期休業日は、必要に応じて変更し、授業を行うことがある。

　　　第７章　入学、編入学、転入学、再入学、休学、留学、復学、転学部、転学科、転部及び退学

　（入学の時期）

第３５条　入学の時期は、学年の初めとする。

　（入学資格）

第３６条　本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当するものとする。

　�　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

　�　通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに相当する学校教育を修了した者

を含む。）

　�　外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

　�　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

　�　文部科学大臣の指定した者

　�　大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験（大学入学資格検定）に合格した者

　�　その他本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　（入学試験）

第３７条　入学志願者に対しては、選抜試験を行う。

２　入学試験に関する詳細は、その都度これを定めて公示する。

　（入学許可）

第３８条　選抜試験に合格し、所定の期日までに入学金その他を納入し、必要書類を提出した者に対しては、入学を許可する。

２　入学金その他の納入金並びに提出書類については、その都度定める。

　（休学及び復学）

第３９条　病気その他やむを得ない理由によって３か月以上学業継続が困難な者は、保証人連署のうえ願い出て、休学の許可を



受けることができる。

２　休学期間は、２か年以内とし、２回を超えることはできない。ただし、休学した期間は、本学則第５条に規定する修業年

限及び在学年数に算入しない。

３　休学者が復学しようとするときは、保証人連署のうえ願い出なければならない。

４　復学の時期は、学期の初めとする。

５　休学及び復学に関する詳細は、別に定める。

　（退　学）

第４０条　病気その他やむを得ない理由によって退学しようとする者は、保証人連署の退学願を差し出し、許可を得なければな

らない。

２　退学に関する詳細は、別に定める。

　（転学部、転学科及び転部）

第４１条　転学部、転学科及び転部を希望する者があるときは、学長は教授会の議を経て、これを許可することができる。　

２　転学部、転学科及び転部に関する詳細は、別に定める。

　（編入学）

第４２条　本学に編入学を希望する者があるときは、学長は教授会の議を経て、入学を許可することができる。

２　編入学に関する詳細は、別に定める。

　（転入学）

第４３条　本学に転入学を希望する者があるときは、学長は教授会の議を経て、入学を許可することができる。

２　転入学に関する詳細は、別に定める。

　（再入学）

第４４条　本学に１年以上在学した者で、再入学を希望する者があるときは、学長は教授会の議を経て、入学を許可することが

できる。

２　再入学に関する詳細は、別に定める。

　（留　学）

第４５条　学生は、教授会の議を経たうえ、学長の承認を受けて、在学中、外国の大学に留学し、学修することができる。

２　留学に関する詳細は、別に定める。

　（他大学へ入学又は転学する者の許可）

第４６条　本学学生にして、他の大学に入学又は転学しようとする者は、あらかじめ学長の許可を受けなければならない。

　　　第８章　卒業及び学位の授与

　（卒業の要件）

第４７条　本学に４年以上在学し、第１７条に規定する授業科目及び単位を修得すること。

　（学位の授与）

第４８条　前条の要件を満たした者には、教授会の議を経て、学長が学士の学位を授与する。

２　学位及びその授与について必要な事項は、熊本学園大学学位規則で定める。

　　　第９章　授業料その他の納入金

　（授業料の納期）

第４９条　授業料は、第一部に関しては、次の２期に分けて徴収する。

　第１期　４月２５日まで

　第２期　９月２５日まで

２　第二部に関しては、次の４期に分けて徴収する。

　第１期　４月２５日まで

　第２期　６月２５日まで

　第３期　９月２５日まで

　第４期　１１月２５日まで

　（授業料等の納入金）

第５０条　入学検定料、入学金、授業料、施設費その他の納入金に関しては、次のとおりとする。

　第一部　入学検定料　　　　３２，０００円

　　　　　入　学　金　　　２２０，０００円

　　　　　授　業　料　　　６３４，０００円

　　　　　施　設　費　　　１６０，０００円

　第二部　入学検定料　　　　３２，０００円

　　　　　入　学　金　　　１６０，０００円



　　　　　授　業　料　　　３６８，０００円

　　　　　施　設　費　　　　９６，０００円

２　授業料とその他納入金に関する詳細は、別に定める。

　（納入金等の免除）

第５１条　休学を許可した者には、次の納期から授業料その他の納入金を免除する。

　（納入金の返還）

第５２条　既納の納入金の返還に関しては、別に定める。　

　（授業料の減免）

第５３条　私費外国人留学生の経済的負担を軽減し、勉学に専念せしめるために授業料を減免する。

２　前項の私費外国人留学生授業料減免に関する詳細は、別に定める。

　（除籍及び復籍）

第５４条　授業料その他の納入金を期日までに納入しない者は、除籍する。

２　授業料等滞納による除籍に関する詳細は、別に定める。

３　授業料等滞納による除籍者の復籍に関する詳細は、別に定める。

　　　第１０章　奨学制度

　（奨学制度）

第５５条　奨学のため、次の制度を設ける。

　�　給費生　災害、その他家庭の経済状況急変により修学困難な者に対し、給費生として採用し、給付金を給付する。

　�　奨学生　修学の熱意があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困難な者に対し、奨学生として採用し、奨学金を

貸与する。

２　前各号の制度に関する詳細は、別に定める。

　　　第１１章　留学生、帰国子女、中国引揚者等子女、交換留学生、委託生、特別聴講学生、派遣聴講生、科目等履修生及び

研究生

　（外国人留学生）

第５６条　本学に入学を希望する外国人においては、教授会の議を経て、外国人留学生として入学を許可する。

２　前項の外国人留学生の入学に関する詳細は、別に定める。

　（帰国子女）

第５６条の２　本学に入学を希望する帰国子女においては、教授会の議を経て、入学を許可する。

２　前項の帰国子女の入学に関する詳細は、別に定める。

　（中国引揚者等子女）

第５７条　本学に入学を希望する中国引揚者等子女においては、引揚者であることの明確に証明できる書類あるときは、教授会

の議を経て、入学を許可する。

２　前項の中国引揚者等子女の入学に関する詳細は、別に定める。

　（交換留学生）

第５８条　姉妹大学等との交流協定に基づき派遣された学生は、教授会の議を経て、交換留学生として入学を許可する。

２　交換留学生に関する詳細は、別に定める。

　（委託生）

第５９条　公共団体又はこれに準ずる機関より、本学の特定の科目について修学を委託された者があるときは、教授会の議を経

て、委託生として入学を許可する。

２　前項の委託生には、学則第６１条を準用する。

　（特別聴講学生、派遣聴講生）

第６０条　本学と単位互換に関する協定のある大学および短期大学との間で、授業科目の聴講を希望する者は、選考のうえ特別

聴講学生または派遣聴講生としてこれを許可する。

２　特別聴講学生に関する詳細は、別に定める。

３　派遣聴講生に関する詳細は、別に定める。

　（科目等履修生）

第６１条　本学所定の授業科目中、特定の科目について履修を希望する者があるときは、選考のうえ科目等履修生としてこれを

許可する。

２　科目等履修生は、その履修した科目について試験を受けることができる。試験に合格した者には、授業科目所定の単位を

与える。

３　科目等履修生に関する詳細は、別に定める。

　（研究生）



第６２条　本学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者で、特に本学で研究を希望する者がある場合には、教授会に

おいて選考のうえ、研究生として入学を許可する。

２　研究生に関する詳細は、別に定める。

　　　第１２章　公開講座

　（公開講座）

第６３条　学校教育法第６９条に定めるところに従って、公開講座を開設することができる。

２　公開講座に関する詳細は、別に定める。

　　　第１３章　賞罰

　（表　彰）

第６４条　在学中本学の教育目的にかない、志操堅実にして成績優秀な者及び学生の模範となる行為をした者に対しては、教授

会の議を経て、これを表彰する。

　（懲　戒）

第６５条　本学学則、その他の諸規定に従わず、学生としての本分にもとる行為をした者に対しては、教授会の議を経て、これ

を懲戒することができる。

２　懲戒は、譴責、謹慎、停学及び退学とする。

３　前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。

　�　性行不良で改善の見込みがないと認められる者

　�　学業不振で成業の見込みがないと認められる者

　�　正当の理由がなくして出席常でない者

　�　本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

　　　第１４章　付属施設

　（図書館等）

第６６条　本学に、図書館、体育館、産業経営研究所、海外事情研究所、社会福祉研究所、ｅ－キャンパスセンター、外国語研

修センター及び高度学術研究支援センターを付設する。

２　付属施設に関する詳細は、別に定める。

　（学生寮）

第６７条　本学に、学生寮を置く。

２　学生寮に関する詳細は、別に定める。

　　　附　則

１．本学則は、昭和２９年４月１日から施行する。

２．この改正は、昭和３５年４月１日から施行する。

３．この改正は、昭和３９年４月１日から施行する。

４．この改正は、昭和４２年４月１日から施行する。

５．この改正は、昭和４３年４月１日から施行する。

６．この改正は、昭和４５年４月１日から施行する。

７．この改正は、昭和４８年４月１日から施行する。

８．この改正は、昭和５１年４月１日から施行する。ただし、第１１条第１項第３号の経済学部経済学科の必修科目・単位・第１４

条第１項の表の専門教育科目の経済学部必修単位及び第３５条の授業料の徴収方法の各改正規定は、昭和５１年度の入学者から

適用する。

９．この改正は、昭和５４年４月１日から施行する。

１０．この改正は、昭和５６年４月１日から施行する。

１１．この改正は、昭和５７年４月１日から施行する。

１２．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１１条、第１２条及び第１５条の２の規定の適用は、

なお従前の例による。

１３．この改正は、昭和５９年４月１日から施行する。

１４．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１１条、第１２条及び第１５条の２の規定の適用は、

なお従前の例による。

１５．この改正学則施行の際、昭和５９年度から昭和６１年度においては、商学部経営学科の総定員は、第４条の規定にかかわらず

それぞれ次のとおりとする。

１００名昭和５９年度
２００名昭和６０年度
３００名昭和６１年度



１６．この改正は、昭和６０年４月１日から施行する。

１７．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１０条及び第１４条の規定の適用は、なお従前の例

による。

１８．この改正は、昭和６１年４月１日から施行する。

１９．この改正学則施行の際、昭和６１年度から昭和７４年度においては商学部商学科第一部、商学部経営学科、経済学部経済学科

の入学定員は第４条の規定にかかわらず次のとおりとする。

２０．この改正は、昭和６３年４月１日から施行する。

２１．この改正は、平成１年４月１日から施行する。

２２．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第３５条の規定適用は、なお従前の例によるが、第

２期分（第一部）・６月分（第二部）の納入期限は６月２５日までとする。

２３．この改正は、平成２年４月１日から施行する。

２４．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１１条、第１２条、第１４条及び第１５条の２の規定の

適用は、なお従前の例による。

２５．この学則施行の際、平成２年度から平成４年度においては、商学部経営学科、経済学部経済学科及び経済学部国際経済学

科の総定員は、第４条の規定にかかわらず、それぞれ次のとおりとする。

２６．この改正は、平成３年４月１日から施行する。ただし、第１１条第１項第４号、第１１条第１項第５号、第１２条第１項第３号

及び第１５条の２の各改正規定は、平成２年度の入学者から適用する。

２７．この改正学則施行の際、平成３年度から平成１１年度においては商学部商学科第一部、商学部経営学科、経済学部経済学科、経

済学部国際経済学科の入学定員は、第４条の規定にかかわらず、それぞれ次のとおりとする。

２８．この改正は、平成４年１月１日から施行する。

２９．この改正は、平成４年４月１日から施行する。

３０．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１１条、第１４条、第３６条の規定の適用は、なお従

前の例による。

３１．この改正は、平成５年４月１日から施行する。

３２．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１６条、第４７条の規定の適用は、なお従

前の例による。

３３．この改正は、平成５年９月２４日から施行し、平成５年４月１日から適用する。

３４．この改正は、平成６年４月１日から施行する。

３５．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条（ただし、経済学部国際経済学科のみ）、第

１７条（ただし、経済学部国際経済学科のみ）、第５０条の規定の適用は、なお従前の例による。

３６．この改正は、平成７年４月１日から施行する。

３７．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条（ただし、経済学部経済学科の　第２年

次・第３年次の演習及び経済学部国際経済学科の第２年次・第３年次の演習については、別表１のとおりとする。）、第１３条、

第１７条（ただし、経済学部経済学科の第２年次・第３年次及び経済学部国際経済学科の第２年次・第３年次については、別

表２のとおりとする。）及び第５０条の規定の適用は、なお従前の例による。

入学定員学　部・学　科

４００名商学部商学科第一部

１５０名商 学 部 経 営 学 科

４００名経済学部経済学科

経済学部国際経済学科経済学部経済学科商学部経営学科

１５０名１，１５０名４５０名平成２年度

３００名１，１００名５００名平成３年度

４５０名１，０５０名５５０名平成４年度

入学定員学　　科学　　部

５００名商学科第一部
商　学　部

２５０名経 営 学 科

４００名経 済 学 科
経済学部

２５０名国際経済学科



別表１（第１２条関係）

別表２（第１７条関係）

３８．この改正は、平成８年４月１日から施行する。

３９．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第５０条の規定の適用は、なお従前の例に

よる。

４０．この改正は、平成９年４月１日から施行する。

４１．この改正学則施行の際、平成９年度から平成１１年度においては商学部第一部商学科及び経済学部経済学科の入学定員は、

第６条の規定にかかわらず、次のとおりとする。

４２．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第５０条の規定の適用は、なお従前の例による。

４３．この改正は、平成１０年４月１日から施行する。

４４．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１３条及び第１７条の規定の適用は、なお

従前の例による。

４５．この改正は、平成１１年４月１日から施行する。

４６．この改正は、平成１２年４月１日から施行する。

４７．この学則施行の際、平成１２年度・平成１３年度においては商学部第一部商学科及び経済学部経済学科の入学定員は、第６条

の規定にかかわらず、次のとおりとする。

４８．この学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１３条、第１７条、第１８条、第２１条及び第２２条

の規定の適用は、なお従前の例による。

４９．この改正は、平成１３年４月１日から施行する。

５０．この学則施行の際、平成１３年度の商学部第一部商学科及び経済学部経済学科の入学定員は、第６条の規定のとおりとする。

５１．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条（ただし、第１０号社会福祉学部福祉環境学

科を除く）、第１７条、第２２条、第２６条、第２７条及び第２８条の規定の適用は、なお従前の例による。

５２．この改正は、平成１４年４月１日から施行する。

改　　正　　後改　　正　　前学　年学科学部
必修１８単位、選択必修６６単位を含めて自

己の属する学科の科目１２４単位以上

必修２２単位、選択必修６６単位を含めて自

己の属する学科の科目１２４単位以上

第 ２ 年 次

第 ３ 年 次

経
済
学
科経　

済　

学　

部

必修１２単位、選択必修８２単位を含めて自

己の属する学科の科目１２４単位以上

必修１６単位、選択必修８２単位を含めて自

己の属する学科の科目１２４単位以上
第 ２ 年 次国

際
経
済
学
科

（専門教育科目）

必修２４単位もしくは、２８単位を含めて自

己の属する学科の科目８０単位以上

（専門教育科目）

必修３２単位もしくは、３６単位を含めて自

己の属する学科の科目８０単位以上

第 ３ 年 次

入学定員学　　科学　　部

３５０名商 学 科商学部第一部

３５０名経済学科経 済 学 部

経済学部経済学科商学部第一部商学科

３５０名３５０名平成１２年度

３５０名３５０名平成１３年度

改　　正　　後改　　正　　前学　年学科学部
演 習 Ⅱ （ 甲 ）　　   �      

　

演 習 Ⅱ　　   �      
　

第 ２ 年 次経　
済　
学　
科

経

済

学

部

演 習 Ⅲ （ 甲 ）　　   �      
　

演 習 Ⅲ （ 乙 ）　　   �      
　演 習 Ⅲ　　   �      

　

第 ２ 年 次
第 ３ 年 次 演習Ⅳ（甲）（卒業論文を含む）　　   �      

　

演 習 Ⅳ （ 乙 ）　　   �      
　演 習 Ⅳ　　   �      

　

演 習 Ⅱ （ 甲 ）　　   �      
　

外 書 講 読 演 習　　   �      
　

第 ２ 年 次
国
際
経
済
学
科

演 習 Ⅲ （ 甲 ）　　   �      
　

演 習 Ⅲ （ 乙 ）　　   �      
　演 習 Ⅱ　　   �      

　

演習Ⅳ（甲）（卒業論文を含む）　　   �      
　

演 習 Ⅳ （ 乙 ）　　   �      
　演 習 Ⅲ　　   �      

　

演 習 Ⅲ （ 甲 ）　　   �      
　

演 習 Ⅲ （ 乙 ）　　   �      
　外 書 講 読 演 習 Ⅱ　　   �      

　

第 ３ 年 次
演習Ⅳ（甲）（卒業論文を含む）　　   �      

　

演 習 Ⅳ （ 乙 ）　　   �      
　演 習　　   �      

　



５３．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１５条、第１７条の規定の適用は、なお従

前の例による。

５４．この改正は、平成１６年４月１日から施行する。

５５．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１５条、第１７条の規定の適用は、なお従

前の例による。

５６．この改正は、平成１７年４月１日から施行する。

５７．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条の規定の適用は、なお従前の例による。た

だし、第８号外国語学部東アジア学科及び第１１号社会福祉学部福祉環境学科については、平成１６年度の入学者から適用する。

５８．この改正は、平成１８年４月１日から施行する。

５９．この改正学則施行に当り、現に第２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１７条、第２２条（司書資格のホスピタリティ・

マネジメント学科を除く）の規定の適用は、なお従前の例による。

６０．この改正は、平成１９年４月１日から施行する。

６１．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第１２条及び第１７条の規定の適用は、なお従前の例

による。

６２．この改正は、平成２０年４月１日から施行する。

６３．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第１２条の規定の適用は、なお従前の例による。

６４．この改正は、平成２１年４月１日から施行する。

６５．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第２２条の２ないし第２２条の４については、適用し

ない。

６６．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第１２条、第１７条、第２１条、第２２条及び第５０条の規

定の適用は、なお従前の例による。

６７．この改正は、平成２２年４月１日から施行する。

６８．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第１２条の規定の適用は、なお従前の例による。

６９．この改正学則の施行に当り、第２２条の５の規定については、平成２１年度の入学者から適用する。

７０．この改正は、平成２３年４月１日から施行する。

７１．この改正学則の施行に当り、現に２年次以上に在学中の者については、第１２条および第１７条の規定の適用は、なお従前の

例による。


